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牧
之
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

市
役
所
窓
口
で
の
待
ち
時
間
の
削
減
や

混
雑
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る

多
機
能
端
末
を
介
し
た
「
住
民
票
の
写

し
」
お
よ
び
「
印
鑑
に
関
す
る
証
明
書
」

の
交
付
に
つ
い
て
、
手
数
料
を
減
額
す

る
も
の
。

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

１
件
あ
た
り
の
交
付
コ
ス
ト
は

他
市
町
の
対
応
は

証
明
書
の
窓
口
交
付
と
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
１
件
あ
た
り
の
交
付

コ
ス
ト
は
い
く
ら
か

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
に
関
す

る
証
明
の
交
付
に
係
る
費
用
は
、

市
役
所
窓
口
交
付
で
は
、
人
件
費
が
２

２
８
．
９
５
円
、
物
件
費
が
８
３
．
７

８
円
、
合
計
で
３
１
２
．
７
３
円
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
は
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
手
数

料
が
１
１
７
円
、
シ
ス
テ
ム
使
用
料
が

１
２
０
．
２
８
円
、
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
負
担
金
が
９
９
．
５

８
円
、合
計
で
３
３
６
．８
６
円
で
あ
る
。

県
内
の
他
市
町
に
お
い
て
も
同

様
の
対
応
を
し
て
い
る
の
か

県
内
35
市
町
の
う
ち
、
牧
之
原

市
を
含
め
た
19
市
町
が
実
施
予

定
、
２
市
町
が
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
、

合
わ
せ
て
19
市
町
が
同
様
の
対
応
を
予

定
し
て
い
る
。

答

答

問

問

市役所に設置されている多機能端末

～
議
員
か
ら
の
意
見
～

～
議
員
か
ら
の
意
見
～

◦�

窓
口
交
付
よ
り
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

方
が
事
務
手
続
き
に
係
る
費
用
が
高

い
と
い
う
矛
盾
も
あ
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
で
安
く
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
変
便
利
に
な

る
と
思
う
。
今
後
は
周
知
を
し
っ
か

り
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

討 論討 論
（
大
石
議
員
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
し

か
利
用
で
き
な
い
コ
ン
ビ
ニ

交
付
な
ど
で
の
手
数
料
の
み

を
下
げ
る
の
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
公
平
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
カ
ー

ド
取
得
は
任
意
で
あ
る
。
国
は
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
で
２
兆
円
も
の
予
算
で

誘
導
し
、
健
康
保
険
証
と
一
体
化
さ
せ

強
制
を
は
か
っ
て
い
る
。
違
法
・
不
当

な
カ
ー
ド
取
得
誘
導
策
は
自
治
権
の
侵

害
で
あ
る
。

（
濵
﨑
議
員
）

こ
の
改
正
に
よ
り
、
コ
ン
ビ

ニ
や
市
役
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
を
介
し
て

「
住
民
票
の
写
し
」お
よ
び「
印
鑑
に
関

す
る
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
場
合

の
手
数
料
が
、
１
件
３
０
０
円
か
ら

２
０
０
円
へ
と
減
額
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
削
減
や
混

雑
時
の
緩
和
、
さ
ら
に
は
市
民
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
こ

の
改
正
は
妥
当
な
も
の
だ
と
考
え
る
。

反対反対賛成賛成

牧
之
原
市
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る

　
　
　

　
　
　  
総
括
的
な
質
疑

総
括
的
な
質
疑

市
内
へ
の
会
社
設
立
予
定
は

牧
之
原
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞
を
受
賞
し

た
「
Ｓ
．
Ｌ
ａ
ｂ
（
エ
ス
ラ
ボ
）」
の

事
業
内
容
は
、市
内
企
業
と
共
同
で「
耕

作
放
棄
地
の
茶
樹
」
と
「
き
の
こ
の
菌

糸
」
を
原
料
と
し
た
梱
包
材
を
作
る
と

い
う
も
の
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
会
社
だ
が
、

市
内
へ
の
会
社
設
立
予
定
は
あ
る
の
か

市
内
に
現
地
法
人
を
立
ち
上
げ

て
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
定
着
す
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。 答 問

「Ｓ．Ｌａｂ」による発表の様子
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牧
之
原
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

牧
之
原
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
へ
の
主
な
質
疑

議
案
へ
の
主
な
質
疑

改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
令
和
５
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
個

人
情
報
保
護
制
度
の
手
引
き
等
に
関
す

る
部
分
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
一
定

の
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
内
容
に
つ
い

て
、
新
規
条
例
と
し
て
制
定
す
る
と
と

も
に
、
現
行
の
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
。

現
行
の
個
人
情
報
保
護
条
例
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
条
例
に
お
い

て
規
定
し
て
い
た
個
人
情
報
保
護
審
査

会
の
設
置
に
つ
い
て
、
新
た
な
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

今
後
の
運
用
方
法
は

委
員
の
専
門
性
向
上
が
必
要
で
は

諮
問
は
誰
が
判
断
す
る
の
か

調
査
を
自
主
的
に
行
え
る
の
か

個
人
情
報
は
本
人
か
ら
収
集
す

る
原
則
、
目
的
外
利
用
や
外
部

提
供
の
制
限
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工

情
報
の
提
供
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か

法
律
に
基
づ
く
運
用
に
な
っ
て

も
、
現
行
と
変
わ
ら
な
い
と
い

う
意
識
で
あ
り
、
匿
名
加
工
情
報
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
募
集
は
行
わ
な

い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

現
行
条
例
に
比
べ
て
審
査
会
機

能
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
運
用

面
で
審
査
会
機
能
を
高
め
、
委
員
の
専

門
性
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

保
有
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の

状
況
も
変
化
し
て
い
る
の
で
、
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
報
告
も
含
め
て
、
定

期
的
な
報
告
の
機
会
を
設
け
た
い
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
諮
問
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
知
見
に
基
づ
く
意
見
を
聞
く
こ
と
が

特
に
必
要
な
場
合
は
可
能
と
な
る
が
、

そ
の
判
断
は
審
査
会
が
行
う
の
か

法
律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
Ｑ
＆

Ａ
等
を
基
に
市
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。

審
査
会
が
自
主
的
に
調
査
を
行

い
、
見
解
を
示
す
こ
と
は
可
能

か

審
査
会
に
お
い
て
、
委
員
か
ら

調
査
等
が
必
要
で
あ
る
旨
の
意

見
が
あ
れ
ば
、
自
主
的
に
調
査
等
を
行

い
、
意
見
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。

諮
問
に
基
づ
か
ず
に
自
主
的
に

審
査
会
を
開
く
場
合
に
お
い
て
、

調
査
や
審
議
ま
た
は
意
見
の
陳
述
等
は

可
能
か

基
本
的
な
こ
と
は
法
律
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
で
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
細
則
的
な

部
分
や
運
用
に
つ
い
て
の
疑
義
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

答

答答

答答

問

問問

問問

各自治体の条例により運用されて
いたが、今後は改正個人情報保護
法による全国統一の運用となる

新たな条例の下、今後は
審査会が運用されていく

11月11月
定例会定例会

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

伴
う
議
案
を
審
議
！



5 まきのはら議会だより　第69号
令和５年２月15日 発行

～議決結果と概要～
・11月定例会（全会一致のもの）

～議会改革特別委員会にて、議会改革を進めています～～議会改革特別委員会にて、議会改革を進めています～
　市議会では、「議会改革特別委員会」にて、議会改革に関する調査・研究を進めています。
　これまで、平成21年9月に議会の最高規範となる「議会基本条例」を制定以降、議会報告会や市民会議、議
員研修会を開催してきたほか、本会議の録画映像配信（一般質問に限ります。）、タブレット端末の導入等、
さまざまな議会改革を進めてきました。
　現在は、委員会内部に２つのワーキンググループをつくり、それぞれ以下のテーマについて調査・研究を
行っています。

件　　　　　名 結果 概　　　　　要

報
告 専決処分の報告について 報告 令和4年8月18日に起きた市道川向御天所線において発生した事故に対して、

損害賠償の額を定め和解したもの。

専
決

処
分

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度牧之原市
一般会計補正予算（第８号）） 承認 2億256万円を増額し、予算額を221億2,632万2,000円とするもの。

人
事

案
件 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 人権擁護委員に「横山洋子」氏を選任するもの。

条
例
改
正

牧之原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 令和4年の人事院の給与勧告に準じ、職員の給与月額を平均で約0.3％、勤勉手
当の支給月数を0.10月引き上げるもの。

牧之原市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例 可決 令和4年の人事院の給与勧告に準じ、特別職の期末手当の支給月数を0.10月引

き上げるもの。

条
例
制
定

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について 可決 令和5年4月から定年年齢の引き上げに関する制度が施行されることに伴い、

関係する13条例について、一括して所要の改正を行うもの。

牧之原市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 可決
改正個人情報保護法が令和5年4月から施行されることに伴い、個人情報保護
制度の手引き等に関する部分などの地方公共団体に一定の裁量が認められる
内容について、新規条例として制定するとともに、現行の個人情報保護条例
を廃止するもの。

牧之原市個人情報保護審査会条例の制定について 可決 現行の個人情報保護条例が廃止されることに伴い、当該条例において規定し
ていた個人情報保護審査会の設置について、新たな条例を制定するもの。

規
約

変
更

静岡県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び規約の変更について 可決 令和5年3月31日をもって解散となる「太田川原野谷川治水水防組合」につい

て、静岡県市町総合事務組合規約から削除するもの。

補
正

予
算 令和４年度牧之原市一般会計補正予算（第９号） 可決 5億2,371万1,000円を増額し、予算額を226億5,003万3,000円とするもの。

報
告 専決処分の報告について 報告 令和4年8月4日に起きた県道細江金谷線において発生した事故に対して、損

害賠償の額を定め和解したもの。

補
正

予
算 令和４年度牧之原市一般会計補正予算（第１０号） 可決 3,625万2,000円を増額し、予算額を226億8,628万5,000円とするもの。

議
員

発
議

牧之原市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例 可決 令和4年の人事院の給与勧告に準じ、議員の期末手当の支給月数を0.10月引き

上げるもの。

・11月定例会（賛否が分かれたもの）
〇 ：賛成 ● ：反対

※議長（植田）は採決に加わりません 結果 石
山
谷
口
絹
村
名
波
加
藤
木
村
松
下
種
茂
濵
﨑
原
口
大
井
太
田
中
野
大
石
村
田
植
田 概　　　　　要

条
例
改
正

牧之原市手数料条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

市役所窓口での待ち時間の削減や混雑の緩和を
図るため、コンビニエンスストア等に設置され
ている多機能端末を介した「住民票の写し」お
よび「印鑑に関する証明書」の交付について、
手数料を減額するもの。

　議員と市民とが自由に情報および意見を交換する大変重要な場であるが、参加者の固定化など課題も
ある。若い世代を含めたさまざまな年代の方々に参加していただけるよう、報告内容や手法について調
査・研究を行う。

ワーキンググループ１　議会報告会について

　議会基本条例において、市民に開かれた議会および市民参加を推進する議会を目指すことを規定して
いる。市民の声を議会に反映させるため、議会への市民参加の場を多様に設ける仕組みについて調査・
研究を行う。

ワーキンググループ２　議会への市民参加の在り方について
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11月定例会   11月定例会   補正予算の審査補正予算の審査

・マイナンバーカード交付事務に係る経費
・各種施策における光熱費、資材価格等の

高騰に対応するための経費
・価格高騰緊急支援給付金の増額に係る経費
・出産・子育て応援交付金の支給に係る経費

○今回の補正予算の主な内容

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

各種サポートにより交付枚数率は増加している
（広報まきのはら（令和4年8月15日発行）より）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は

対
象
世
帯
が
増
え
た
場
合
の
対
応
は

想
定
す
る
発
行
予
定
枚
数
は

意
向
調
査
の
具
体
的
な
内
容
は

工
事
費
増
額
の
要
因
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
補
助
業
務

委
託
料
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円
増
額

現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
率
は
。
ま
た
業
務
の
委

託
期
間
は令

和
４
年
11
月
30
日
現
在
で
の

交
付
率
は
５
５
．
４
５
％
で
、

県
内
19
位
と
な
り
、
国
平
均
５
３
．
８

８
％
、
県
平
均
５
４
．
７
４
％
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
。
委
託
期
間
は
、
令
和
５

年
１
月
中
旬
か
ら
同
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
る
。

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

１
１
０
０
万
円
増
額

対
象
世
帯
が
３
１
０
０
世
帯
か

ら
３
３
２
０
世
帯
に
増
え
た
た

め
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
さ
ら
に
増
え

た
場
合
の
対
応
は

家
計
急
変
世
帯
と
し
て
１
０
０

世
帯
分
を
見
込
ん
で
お
り
、
現

在
２
件
の
申
請
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
今
後
の
補
正
対
応
は
予
定
し

て
い
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
31
万
６
０
０
０
円
増
額

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
け
る
手
数

料
が
３
０
０
円
か
ら
２
０
０
円

に
減
額
と
な
る
が
、
発
行
枚
数
は
何
枚

を
想
定
し
て
い
る
の
か

２
月
、
３
月
の
交
付
枚
数
を
各

月
５
５
０
０
枚
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
70
％
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

移
行
す
る
と
想
定
し
、
各
月
３
８
５
０

枚
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

調
査
・
計
画
業
務
委
託
料（
土
地
改
良

一
般
管
理
費
）　
　
６
６
０
万
円
減
額

意
向
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の

減
額
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
調
査
内
容
は

基
盤
整
備
事
業
の
必
要
性
、
今

後
の
農
業
経
営
が
主
な
も
の
。

半
数
以
上
の
方
が
将
来
的
に
は
辞
め
た

い
と
の
回
答
で
、
事
業
の
面
積
が
確
保

で
き
な
い
こ
と
か
ら
事
業
を
休
止
し
た
。

護
岸
改
良
工
事

５
０
０
万
円
増
額

工
事
費
が
増
額
と
な
っ
た
理
由

は各
海
岸
管
理
者
の
子
局
の
整
備

水
準
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
親

局
で
あ
る
地
頭
方
漁
港
津
波
高
潮
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
器
更
新
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
当
該
工
事

に
係
る
負
担
金
を
減
額
し
、
防
潮
堤
か

さ
上
げ
工
事
費
と
し
て
増
額
し
た
。

問

問

問

問問

答

答

答

答答
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近
年
は
気
候
変
動
に
伴
い
短
時
間
豪
雨
の
増
加
や
大
型
化
す
る
台
風
、
突
風
や
竜

巻
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
威
力
を
持
っ
た
災
害
が
毎
年
発
生
し

て
い
る
。
特
に
今
回
の
台
風
15
号
で
は
、
市
内
の
山
間
部
で
水
害
や
土
砂
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
今
後
頻
発
化
す
る
災
害
に
備
え
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

水害・土砂災害対策

県
道
の
山
の
斜
面
や
道
路

側
溝
か
ら
、
斜
面
下
の
市

道
や
側
溝
に
土
砂
が
流
出
し
て
非

常
に
危
険
で
あ
る
が
、
日
頃
の
パ

ト
ロ
ー
ル
で
ど
こ
ま
で
や
っ
て
い

る
の
か

災
害
時
に
は
、
県
土
木
の

方
で
道
路
の
崩
壊
や
危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
見
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル

で
は
、
排
水
ま
す
ま
で
見
る
の
は

難
し
い
。
今
後
、
県
土
木
と
市
で

も
考
え
て
い
く
。

耕
作
放
棄
地
の
稲
わ
ら
や

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
何

ら
か
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か

令
和
元
年
の
台
風
19
号
で

も
稲
わ
ら
の
流
出
が
問
題

と
な
っ
た
。
被
害
が
全
国
規
模
に

及
ん
だ
こ
と
か
ら
国
の
補
助
事
業

が
適
応
さ
れ
た
が
、
今
回
の
台
風

15
号
で
の
被
害
は
、
静
岡
県
限
定

だ
っ
た
た
め
国
の
補
助
事
業
は
適

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

市
管
理
の
準
用
河
川
と
普

通
河
川
の
整
備
計
画
は

準
用
河
川
は
、
浸
水
被
害

が
多
発
し
て
い
る
細
江
地

区
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
。
普

通
河
川
は
、
土
砂
堆
積
が
顕
著
な

河
川
か
ら
浚
渫
事
業
を
実
施
。
早

急
な
対
応
が
必
要
な
藤
沢
川
に
つ

い
て
は
、
未
整
備
区
間
の
土
砂
が

下
流
域
へ
堆
積
す
る
こ
と
か
ら
、

河
川
改
良
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問

問

問 答

答

答

以
前
、
河
川
の
氾
濫
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
堤
防
の

か
さ
上
げ
を
提
案
し
た
が
、
そ
の

後
か
さ
上
げ
を
し
た
と
こ
ろ
は
あ

る
の
か

準
用
河
川
に
お
い
て
か
さ

上
げ
を
し
た
と
こ
ろ
は
な

い
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
て
、
森
林
を
快
適
な
状

態
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

だ
と
考
え
る
が

本
年
度
か
ら
、
三
栗
川
支

流
の
丸
尾
川
両
岸
で
森
林

整
備
を
行
う
。
翌
年
以
降
も
継
続

し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
河
川
へ

の
倒
木
に
よ
る
増
水
や
下
流
域
に

お
け
る
リ
ス
ク
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。 問問 答答

水害の度に問題になる稲わらやごみの処理

倒木や土砂流出を減少させる
上流の河川と森林整備

濵
は ま ざ き

﨑 一
か ず き

輝
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 
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質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

行
政
は
地
域
住
民
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
と
適
切
に
連
携
し
て
、
地

域
に
お
け
る
居
場
所
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
ど
う
か

令
和
５
年
度
か
ら
は
経
済

状
況
や
家
庭
環
境
に
課
題

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

学
習
支
援
に
加
え
て
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

支
援
な
ど
を
行
う
「
子
ど
も
第
三

の
居
場
所
」
事
業
の
実
施
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

多
様
な
市
民
活
動
団
体
に

関
わ
る
情
報
の
把
握
と
見

え
る
化
は市

民
へ
の
見
え
る
化
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市

民
活
動
の
紹
介
を
行
い
、
市
民
団

体
間
の
連
携
お
よ
び
市
民
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

市
民
活
動
団
体
の
登
録
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

市
民
活
動
団
体
の
登
録
を

進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
い
き
た
い
。

問

問問

答

答答

協働事業提案制度の創設を求め
る

第
３
次
市
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
び
の
場
の
創

出
や
、
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
の
促
進
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
市
民
な
ら
で
は
の
先
駆
的
な
取
り

組
み
や
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
活
性
化
し
、
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
市
の
考
え
る
環
境
づ
く
り
、
企
業
や
行
政
と
の
連
携
・
協
力

し
て
い
く
仕
組
み
を
、
ど
の
よ
う
に
整
え
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

一般質問一般質問
市政を問う!! 市政を問う!! 

加
か と う

藤 彰
あきら

「
合
理
的
配
慮
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
（
主
催
：
子
ど
も
を
彩
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ｉ
ｎ
牧
之
原
市
）

子どもやその家族が安心して立ち寄れる
居場所＝子ども食堂（ムーミン食堂）

支
援
制
度
の
総
合
計
画
で

の
位
置
づ
け
は

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
人

財
育
成
に
市
民
活
動
団
体

へ
の
支
援
を
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
若
者

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
主
性
や
自
立
性
を
尊
重

し
た
市
民
活
動
団
体
へ
の

行
政
支
援
は

平
成
26
年
度
か
ら
地
区
自

治
推
進
協
議
会
に
対
し
て
、

地
域
課
題
の
解
決
お
よ
び
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
と
し

て
、
絆
づ
く
り
事
業
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
福
祉

活
動
団
体
や
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

他
市
は
、
任
意
団
体
な
ど
が
取
り

組
む
地
域
課
題
の
解
決
や
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
の
事
業
に
対
し
て

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
当
市
で

も
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
団

体
へ
の
支
援
制
度
を
つ
く
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問 問答 答
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「
学
ぶ
喜
び
」「
教
え
る
喜

び
」を
目
指
す
生
涯
学
習

の
基
本
的
計
画
や
、「
ま
き
の
は
ら

塾
」の
体
系
お
よ
び
進
め
方
は

「
ま
き
の
は
ら
塾
」は
、
牧

之
原
市
教
育
大
綱
に
掲
げ

た
基
本
方
針
の「
生
き
が
い
を
持

っ
た
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
す
地

域
の
学
習
の
推
進
」に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
講
座
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
が

限
ら
れ
て
い
た
が
、
市
内
全
域
で

開
催
す
る
こ
と
で
学
び
の
場
を
提

供
し
、
地
域
が
つ
な
が
り
、
人
が

つ
な
が
る
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

体
系
と
し
て
は
、
今
あ
る
二
つ
の

塾
と
同
様
に
市
の
生
涯
学
習
事
業

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

問答

「
ま
き
の
は
ら
塾
」と
文
部

科
学
省
が
進
め
る
部
活
動

改
革
と
の
関
わ
り
は

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
検
討
会
を
設
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
部
活
動
を
そ
の
ま
ま「
ま

き
の
は
ら
塾
」へ
移
行
す
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
講

師
で
は
な
い
別
の
立
場
で
支
え
て

い
た
だ
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

市
も
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

「
ま
き
の
は
ら
塾
」な
ど
の
生
涯
学

習
を
第
３
次
牧
之
原
市
総
合
計
画

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
あ
る「
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
、「
ま
き
の

は
ら
塾
」な
ど
の
生
涯
学
習
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
応
じ
た

学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
学
び
の
場
の
創
出
や
人
材

の
育
成
に
つ
な
が
る
活
動
を
推
進

し
て
い
く
。

問

問

答

答

「まきのはら塾」開講資料

開講に向けて行われた講師への説明会

まきのはら塾の進め方について

市
は「
ま
な
べ
る
ま
き
の
は
ら
」と
題
し
、
学
び
合
え
る
文
化
を
つ
く
る
た
め
、「
ま
な
び
か
が
や
く
、
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
特
に
市
の
発
展
は
、
社
会
教
育
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
学
習
意
欲
の
向
上
か
ら
と
い
わ
れ
る
が
、
当
市
に
お
い
て
も
、
趣
味
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
工
芸
な
ど

の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
活
動
を
学
べ
る
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
、「
は
り
は
ら
塾
」「
遠
州
相
良
田
沼
塾
」と
い
う
二

つ
の
塾
が
あ
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
、
二
つ
の
塾
の
利
点
を
生
か
し
、
一
つ
の
塾
に
融
合
し
て「
ま
き
の
は
ら
塾
」と

し
て
開
講
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
ち
、
塾
の
運
営
者
に
依
頼
す
る
の
か
伺
う
。

種
た ね も

茂 和
か ず

男
お

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 
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一般質問一般質問

「
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
市

民
の
安
全
確
保
の
基
本
方
針
は

立
地
適
正
化
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ

リ
ア
設
定
の
中
に
誘
導
し
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
併
せ
て
津
波
に
代

表
さ
れ
る
災
害
の
危
険
か
ら
市
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
、
安

全
な
場
所
に
居
住
を
誘
導
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
防
潮
提
、
防
災
施
設
の
整

備
の
推
進
に
併
せ
、
避
難
体
制
の

確
立
、
自
助
、
共
助
の
意
識
の
醸

成
に
よ
り
命
を
守
る
対
策
も
含
め

減
災
対
策
と
市
民
の
安
全
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

問答

まちづくりと安全・安心につい
て

令
和
４
年
９
月
の
台
風
等

災
害
の
発
生
場
所
と
検
証

は

特
に
中
里
区
、
中
町
内
会

付
近
に
浸
水
被
害
が
多
く

発
生
し
、
二
級
河
川
中
流
域
で
の

越
水
、
溢
水
が
多
く
発
生
し
、
令

和
元
年
の
台
風
19
号
よ
り
大
き
な

被
害
と
な
っ
た
。
市
の
対
応
は
、

初
動
対
応
か
ら
そ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て
検
証
を
実
施
し
て
お
り
、

各
地
域
お
よ
び
個
人
か
ら
連
絡
を

受
け
た
被
害
情
報
等
の
整
理
に
時

間
を
要
し
た
た
め
、
現
在
、
情
報

を
一
元
化
で
き
る
よ
う
に
職
員
の

体
制
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
て
い
る
。

「
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
こ
れ
に
連
携
し
た
公

共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
重
要

性
が
、
立
地
適
正
化
計
画
の
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。
令
和
５
年

度
か
ら
庁
内
組
織
で
検
討
し
、
令

和
７
年
度
の
策
定
に
向
け
て
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
防
潮
提
整
備
を

進
め
、
よ
り
安
全
な
内
陸
側
へ
市

街
地
を
徐
々
に
シ
フ
ト
し
、
安
全

安
心
で
便
利
な
都
市
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

さ
ら
に
、
義
務
教
育
学
校
建
設
地

お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
新
た
な

土
地
利
用
の
誘
導
も
考
慮
し
た
計

画
と
し
て
い
く
。

問

問

答

答

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

名
な な み

波 和
か ず あ き

昌

未
来
の
牧
之
原
市
の「
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
考
え
た
と
き
、
安
全
と
安

心
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
市
長
行
政
報
告
に
お

い
て
、
学
校
再
編
計
画
に
伴
う「
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
」と
し
て
、
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
と
併
せ
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
明
言
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
牧
之
原
市
の「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

安
全
・
安
心
」に
つ
い
て
伺
う
。

台風15号により打ち寄せられた流木

都市計画マスタープラン（抜粋）
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台
風
15
号
被
害
と
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

市
の
被
災
地
・
被
災
者
へ

の
支
援
態
勢
と
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
適
切
で
あ
っ
た

か

災
害
発
生
時
に
各
地
区
に

地
区
担
当
職
員
を
配
置
し
、

災
害
状
況
を
把
握
し
、
実
情
に
合

わ
せ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
対
応
し
た
。

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
市
の
被
害
情
報
や
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
う
支
援
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
調
査
の
情
報
を
共
有
し

た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
、
環
境
基
本
計
画
の
見

直
し
を
し
て
い
る
が
、
主
な
も
の

は
何
か

２
０
３
０
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
、

２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
の
削
減

目
標
を
、
46
％
削
減
と
し
、
２
０

５
０
年
度
の
80
％
削
減
目
標
を
、

排
出
量
か
ら
植
林
や
森
林
管
理
な

ど
に
よ
る
吸
収
量
を
差
し
引
い
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
、
市
と
社
協
と
の
連

携
を
図
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か

例
え
ば
、
畳
や
稲
わ
ら
な

ど
の
災
害
ご
み
の
処
分
や

被
災
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

対
応
が
遅
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

災
害
対
応
窓
口
を
一
本
化
す
る
必

要
は
な
い
か

基
本
的
に
は
市
民
へ
の
周

知
は
行
っ
た
が
、
実
際
に

被
災
さ
れ
た
方
に
情
報
が
届
く
よ

う
な
形
で
、
発
信
し
て
い
き
た
い
。

水
害
対
策
に
つ
い
て
、
県

知
事
を
は
じ
め
県
に
対
策

工
事
の
要
望
を
さ
れ
た
が
、
特
に

勝
間
田
川
に
つ
い
て
具
体
的
な
対

策
を
早
急
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い

現
行
の
河
川
整
備
計
画
の

見
直
し
を
含
め
た
整
備
促

進
や
、
被
災
箇
所
の
暫
定
措
置
の

実
施
、
水
位
観
測
設
備
の
増
設
な

ど
、
住
民
の
早
期
避
難
行
動
に
つ

な
が
る
整
備
に
つ
い
て
要
望
を
し

た
。
早
期
に
着
手
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し
て

い
く
。

地
球
の
温
度
上
昇
を
１
．

５
℃
に
抑
え
る
た
め
に
、

人
類
に
残
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

で
あ
る
炭
素
予
算
が
、
目
標
年
に

は
枯
渇
し
て
し
ま
う
が

具
体
的
な
国
民
や
企
業
の

排
出
削
減
個
別
計
画
が
必

要
だ
と
思
う
。
今
後
、
環
境
審
議

会
等
で
話
を
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問 問

問

問

答

答

答

答

答

早急な災害対策を求める

実
質
ゼ
ロ
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の

影
響
に
備
え
た
対
策
を
新
た
に
追

加
す
る
。

今
回
の
災
害
で
必
要
性
が

確
認
で
き
、
早
急
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
に
取
り
組
み
た
い
。

答

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

大
お お い し

石 和
か ず お

央
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一般質問一般質問

消
防
団
の
担
い
手
不
足
に

関
し
て
の
課
題
の
認
識
と
、

現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

当
市
の
消
防
団
の
団
員
数

は
、
定
員
の
４
９
０
人
に

対
し
、
令
和
４
年
12
月
１
日
現
在

で
４
３
７
人
、
充
足
率
89
．
18
％

と
な
っ
て
お
り
、
団
員
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
課

題
解
決
の
た
め
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
の
年
額
報
酬
お
よ
び
出
動
報

酬
の
改
定
を
行
い
、
処
遇
改
善
を

図
っ
た
。
併
せ
て
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い

る
消
防
操
法
大
会
へ
の
参
加
を
、

支
部
内
の
輪
番
制
に
変
更
し
た
。

消
防
団
の
方
々
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
活
動
自
体
が
と
て

も
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
行
政
側
が
、
責
任
を
し
っ

か
り
担
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か

行
政
が
全
面
的
に
リ
ク
ル

ー
ト
活
動
を
す
る
と
な
る

と
、
半
強
制
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

あ
る
程
度
各
地
域
の
分
団
、
区
の

役
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
依
頼

し
、
お
任
せ
を
し
て
い
る
。

問問 答答

担い手不足の課題について

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足

が
近
い
未
来
に
問
題
と
な
っ
て
く
る

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
建
設
業
、

農
業
、
漁
業
、
経
営
者
、
教
員
、
保

育
士
、
地
域
の
担
い
手
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
で
起
こ
る
。
今
回
は
、

教
員
と
消
防
団
の
担
い
手
不
足
に
つ

い
て
伺
う
。

牧
之
原
市
へ
の
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
で
、
関
係
人
口
、

定
住
人
口
も
増
え
て
い
く
と
、

今
ま
で
３
回
、
一
般
質
問
を

通
し
て
質
問
し
て
き
た
が
、

や
は
り
観
光
戦
略
全
体
の
方

針
が
、
ま
だ
見
え
て
き
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う

教
員
の
負
担
軽
減
と
し
て
、

学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、

理
科
支
援
員
等
を
各
学
校
に
配
置

し
、
こ
れ
ま
で
一
人
の
教
員
が
行

っ
て
い
た
業
務
を
、
教
員
以
外
の

職
員
を
含
め
て
複
数
人
で
対
応
し

て
い
る
。例

え
ば
給
食
費
の
徴
収
な

ど
、
先
生
で
な
く
て
も
可

能
な
業
務
は
ど
な
た
が
や
っ
て
い

る
か

滞
納
が
あ
っ
た
場
合
等
に

つ
い
て
は
、
管
理
職
等
も

含
め
て
対
応
し
て
い
る
。
学
校
教

育
課
で
も
、
必
要
な
手
続
き
は
各

学
校
に
配
置
し
て
い
る
市
の
事
務

職
員
と
連
携
を
し
て
行
っ
て
い
る
。

問問 答答

写真は牧之原消防署のもの

水上バイクの規制整備についても話しました

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

石
い し や ま

山 和
か ず み

生

地
域
ご
と
の
観
光
戦
略

で
は
な
く
、
市
全
体
と

し
て
の
計
画
は
策
定
し
な
い
の

か

現
在
は
、
沿
岸
部
活
性

化
計
画
に
沿
っ
て
、
地

域
ご
と
の
海
岸
の
特
性
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 観
光
戦
略
に
つ
い
て

答
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全文はこちら！

提言書提言書を市長へ提出！
課題解

決へ！
課題解

決へ！

　調査・研究にあたっては、「※フレイル予防」「高齢者の社会参加」を重要な観点とし、所管課による現
在市が行っている各種施策に関する勉強会、専門家による食を通じたフレイル予防に関する勉強会（オン
ライン）のほか、「須々木区支え合い生活支援事業」をテーマとした須々木区との市民会議を開催するなど、
高齢化の現状および課題の把握に努めてきた。
　高齢者がいつまでも健康で生きがいを感じながら生活できるよう、牧之原市の「健“幸”いきいきライ
フ」を推進していくため、以下のとおり提言する。

文教厚生委員会

高齢化社会対策について（要旨）

１．フレイル予防施策について

・ 市内にはさまざまな事業を実施している地域があること
から、各地域の取り組みを周知する取り組みや共有する
場づくりについて検討すること。

・ 高齢化に伴い、移動手段への支援が今以上に必要になっ
てくる。「公助」に限らず「共助」の部分も含め、各部
門が連携して、高齢者が気軽に社会参加できるための体
制を構築すること。

・ 「元気アップ体操（平成29年度作成）」「まきトレ（令和３年度作成）」を中心に、高齢者の運動へのき
っかけづくりに努めること。また、さまざまな施策について、各種イベントでの周知、市民が来庁す
る窓口へのパンフレットの配架等、これまで以上に周知を図ること。

・ 若い世代のうちから生活習慣病に関する知識を得たり運動を習慣づけることが大切であることから、
特定健診を受けた若い世代の健康課題を分析し、その健康課題に合わせた健康づくりに努めること。

・ 現在も理学療法士や管理栄養士、歯科衛生士などを地域へ派遣し、講座等を行っているが、保健師の
地区担当制のメリットを最大限生かしながら、今後もさまざまな団体等と連携し、地域における健康
課題の解決に取り組むこと。

・ フレイル予防および栄養に関して楽しく学べる取り組みについて検討すること。また、特に高齢者に
とっては仲間と一緒に食事をすることがフレイル予防や社会参加にもつながることから、「共食」の
大切さを伝える取り組みを進めること。

２．高齢者の社会参加について

用語解説用語解説

※フレイル
加齢とともに心身が機能低下した状態で、進行すると要介護状態に
もつながるが、早めに気づいて適切に対処すれば回復も可能な状態。
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一般質問一般質問

牧
之
原
市
に
お
け
る
「
地

域
連
携
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
の
配
置
に
つ
い
て

家
庭
・
教
育
・
福
祉
を
つ

な
ぐ
た
め
の
関
係
部
署
を

対
象
に
し
た
合
同
研
修
の
実
施
や
、

教
育
委
員
会
、
福
祉
部
局
、
学
校
、

障
が
い
児
通
所
事
業
所
と
の
関
係

構
築
の
場
の
設
置
な
ど
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
育
成
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
に
お
い
て

は
、
職
員
が
「
地
域
連
携
推
進
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
キ
ル
向

上
に
努
め
る
。
就
業
前
の
家
族
の

相
談
窓
口
と
し
て
の
ペ
ア
レ
ン
ト

メ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広

域
的
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

教育と福祉の連携について

発
達
障
が
い
の
二
次
障
が
い
と
し
て
の
不
登
校
や
非
行
、
義
務
教
育
以
降
の
引

き
こ
も
り
な
ど
、
子
ど
も
や
若
者
へ
の
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
体
制
が
必

要
で
あ
る
。
最
近
９
年
間
で
７
２
４
６
０
名
と
い
う
通
級
に
通
う
児
童
の
54
％

が
発
達
障
が
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
、
牧
之
原
市
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
と
そ
の
家
族
の
地
域
生
活
向
上
の
た
め
の
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

義
務
教
育
終
了
後
の
若

者
の
就
職
先
に
つ
い
て

市
と
し
て
の
関
わ
り
お
よ
び
推

進
に
向
け
て
の
具
体
策
は

企
業
と
本
人
を
つ
な
ぐ

「
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
機
関
が
、

職
業
上
の
相
談
や
企
業
先
へ
の

訪
問
を
し
て
い
る
。
就
労
を
続
け

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

市
や
委
託
相
談
事
業
所
が
介
入

し
、
安
定
し
た
就
労
が
継
続
さ

れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問答

子
ど
も
の
接
し
方
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

木
き む ら

村 正
ま さ

利
と し

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

発達障害者支援センターの役割
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質
問
へ
の
回
答
（
抜
粋
）

紙
面
の
都
合
上
、
頂
き
ま
し
た
ご

質
問
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
て
の

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た

対
面
で
の
議
会
報
告
会
を
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
議
会
か
ら
の
活
動
報
告
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
よ
り
多
く

伺
い
た
く
、
第
２
部
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。 【

第
１
回
】

10
月
24
日
㊊

細
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
第
２
回
】

10
月
27
日
㊍

牧
之
原
市
史
料
館

第
２
回
（
10
月
27
日
）

 

テ
ー
マ

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

　
魅
力
的
な
ま
ち
に
必
要
な
も
の
は

～
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
～

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
意
見

○   

海
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
、
公
園
、
桟

橋
な
ど
　
牧
之
原
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

構
想

○
過
疎
化
へ
の
対
応
（
交
通
等
）

○ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
事
に
し
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
場
所
づ
く
り

を
す
る

○ 

き
れ
い
な
広
い
公
園
が
あ
っ
て
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
ま
ち

○ 

ま
ち
が
若
く
て
ピ
カ
ピ
カ
き
れ
い
で
、

誰
も
が
楽
し
い
誰
に
も
や
さ
し
い

○ 

新
し
い
学
校
を
中
心
と
し
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り

○
住
ん
で
楽
し
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち

決
算
報
告
は
市
長
の
仕
事
で
は

な
い
か

議
会
報
告
会
開
催
要
綱
に
お
い

て
「
予
算
お
よ
び
決
算
等
の
審

議
に
関
す
る
こ
と
」
を
報
告
事
項
と
し

て
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
の
議
決

や
決
算
の
認
定
は
、
二
元
代
表
制
と
し

て
の
議
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
に
関
わ
る

事
項
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
局
と
の

や
り
と
り
を
報
告
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
も
っ
と
詳
し
く

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
議
会
広

報
特
別
委
員
会
に
お
い
て
行
っ

て
お
り
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
や
す

い
よ
う
、
文
字
だ
け
で
は
な
く
写
真
等

を
入
れ
た
り
空
白
部
分
を
確
保
し
た
り

と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
た
ペ

ー
ジ
数
に
限
り
も
あ
り
、
全
て
の
や
り

と
り
を
掲
載
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
内
容
を
厳
選
し
た
形
で
掲
載
し

て
い
る
。
今
後
も
分
か
り
や
す
い
紙
面

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
り
面
白
い

議
会
報
告
会
の
中
で
議
員
全
員

が
入
っ
て
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
今
回
が
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
。
参
加
者
全
員
が
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の

場
と
し
て
今
後
も
定
着
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問 答

答

答

こちらからも
確認できます！
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第
１
部
（
議
会
活
動
報
告
）

第
２
部
（
意
見
交
換
会
）

○
令
和
３
年
度
決
算
審
査
報
告

　
・
各
会
計
に
お
け
る
決
算
額

　
・ 

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算

概
要

○
常
任
委
員
会
活
動
報
告

　
総
務
建
設
委
員
会

　
・
所
管
事
務
調
査
の
内
容

　
・
市
民
会
議
等
の
実
施
状
況

　
・ 

令
和
４
年
９
月
に
提
出
し

た
提
言
書
内
容

　
文
教
厚
生
委
員
会

　
・
所
管
事
務
調
査
の
内
容

　
・
市
民
会
議
等
の
実
施
状
況

　
・ 

令
和
４
年
12
月
の
提
言
書

提
出
に
向
け
て

第
１
回
（
10
月
24
日
）

 

テ
ー
マ

人
口
増
加
に
繋
が
る

　
　
　
　
　
魅
力
あ
る
子
育
て
施
策

～
ど
ん
な
子
育
て
施
策
が
あ
れ
ば

　
　
　
人
口
が
増
え
て
い
く
の
か
～

両
日
と
も
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
員
の
進
行

で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
各
常
任
委
員
会
に
お
け

る
調
査
・
研
究
の
参
考
と
し
、
当

局
へ
の
政
策
提
言
書
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
意
見

２
会
場
で
計
45
名
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ

ろ
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

細江コミュニティセンターでの
報告会の様子

○ 

日
本
一
の
助
成
（
女
性
）
に
や
さ
し

い
ま
ち

○ 

ゆ
と
り
あ
る
環
境
と
施
設
で
、
牧
之

原
市
民
か
ら
文
化
人
の
育
成

○
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援

○
み
ん
な
が
支
え
合
え
る
場
所
づ
く
り

○
他
市
に
負
け
な
い
子
育
て
無
料
化

○ 

教
育
の
充
実
（
こ
ど
も
の
給
食
費
・

医
療
・
教
育
費
な
ど
無
償
化
）

○ 

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
充
実
で
、
女
性
に

や
さ
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち

○ 

日
本
一
の
安
心
安
全
な
の
び
の
び
子

育
て
で
き
る
【
愛
】
の
あ
る
ま
ち
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栃
木
県
　
宇
都
宮
市

視察研修の様子（宇都宮市）

親
と
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

ゆ
う
あ
い
広
場

　「
関
係
性
の
貧
困
（
教
育
、
経
験
、

人
と
の
つ
な
が
り
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
）」
を
解
消
す
る
た
め
、「
親
と
子
ど

も
の
居
場
所
」
を
開
設
し
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
て
包
括
的
に
支
援
す
る
場
を

提
供
す
る
。

　
子
ど
も
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
の
機

会
や
子
育
て
支
援
機
能
な
ど
を
一
体
的

に
提
供
す
る
宇
都
宮
市
に
お
け
る
子
ど

も
の
健
全
育
成
の
中
核
的
施
設
。
令
和

３
年
度
に
改
修
を
実
施
。

視察研　修報告視察研　修報告文教厚生
委員会

1月18日	 栃木県　宇都宮市

1月19日	 東京都　福生市

子育て支援施策について

「共働き子育てしやすい街ランキング2021」総合編５位
（７年連続全国TOP10）を獲得した取り組みについて

　
宇
都
宮
市
は
、「
※
共
働
き
子
育
て

し
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
２
０
２

１
年
版
に
お
い
て
総
合
編
２
位
を
獲
得

し
て
お
り
、
同
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
０

年
版
の
16
位
か
ら
大
幅
に
順
位
が
上
が

っ
て
い
る
自
治
体
で
す
。

　「
子
育
て
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
、
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て

「『
子
育
て
・
教
育
の
未
来
都
市
』
の
実

現
に
向
け
て
」
を
第
１
の
柱
と
し
て
位

置
づ
け
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
福
生
市
は
、「
共
働
き
子
育
て
し
や

す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
２
０
２
１
年

版
に
お
い
て
総
合
編
第
５
位
を
獲
得
し

て
お
り
、
同
ラ
ン
キ
ン
グ
で
７
年
連
続

Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
入
り
を
果
た
し
た
全
国
で
唯

一
の
自
治
体
で
す
。

　
平
成
14
年
度
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
子
育
て
す

る
な
ら
　
ふ
っ
さ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
で
他
の
自
治
体
に
先
ん
じ
て
子

育
て
施
策
を
推
進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
で
先
進
自
治
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

用
語
解
説

用
語
解
説

※
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ

首
都
圏
（
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）、

中
央
圏（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
）、関
西
圏（
大

阪
・
兵
庫
・
京
都
）
の
主
要
市
区
と
、
全

国
の
政
令
指
定
都
市
、
道
府
県
庁
所
在
地
、

人
口
20
万
人
以
上
の
都
市
の
計
１
８
０
自

治
体
を
対
象
に
、
働
く
女
性
向
け
メ
デ
ィ

ア
「
日
経
ｘ
ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
」・
日
本
経
済

新
聞
社
が
調
査
を
実
施
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ

化
し
た
も
の
。

東
京
都
　
福
生
市

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
の
体
力
が
回
復

す
る
ま
で
の
間
に
育
児
や
家
事
援
助
な

ど
が
必
要
な
妊
産
婦
が
い
る
家
庭
に
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
産
前
・
産
後
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

今
回
は
、「
共
働
き
子
育
て
し
や
す

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
参
考
に
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
、
牧
之
原
市
の
魅
力
あ
る

子
育
て
施
策
に
関
す
る
政
策
提
言

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
教
厚
生
委
員
長 

中
野
康
子
）
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青
森
県
　
三
戸
町

交流会での手厚い歓迎

六ケ所原燃ＰＲセンターでの視察の様子

小
中
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

視察研　修報告視察研　修報告 全議員
視察

11月14日	 青森県　三	戸	町

11月15日	 原燃輸送株式会社

	 	 日本原燃株式会社

	 	 原子燃料サイクル施設

友好都市表敬訪問・研修（小中一貫教育の取り組みについて）

施設見学

施設見学

　
牧
之
原
市
と
青
森
県
三
戸
町
は
、
平

成
21
年
４
月
に
友
好
都
市
協
定
を
結
び
、

教
育
文
化
、
産
業
お
よ
び
観
光
等
に
つ

い
て
、
相
互
の
理
解
と
親
善
を
図
っ
て

お
り
、
議
会
に
お
い
て
も
、
議
員
改
選

後
に
お
互
い
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
平
成
30
年
に
訪
問
し
て
以

来
、
４
年
ぶ
り
に
三
戸
町
を
表
敬
訪
問

し
、
議
会
同
士
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
現
在
牧
之
原
市
に
お
い
て
学
校

再
編
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
小
中
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
担
当
職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
三
戸
町
で
は
、「
少
子
化
に
よ
る
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
」「
施
設
の
老
朽
化
」

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
顕
在
化
」
と
い
う

大
き
く
三
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ

と
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
小
中
一
貫

教
育
の
実
施
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
三
戸

町
独
自
の
要
領
を
定
め
て
お
り
、
主
な

特
徴
と
し
て
は
、

 

・ 

道
徳
・
特
別
活
動
・
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
融
合
し
た
新
教
科
で

あ
る
「
立
志
科
」
の
創
設

 

・ 

小
学
校
１
年
生
か
ら
教
科
と
し
て

の
「
英
語
科
」
の
創
設

 

・ 

基
礎
基
本
の
定
着
や
発
展
的
な
学

習
の
た
め
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
習

の
導
入

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
８
．
８
ｈ
ａ
の
広
大
な
敷
地
の
中
に

校
舎
の
ほ
か
に
野
球
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
２
カ
所
）、
体
育
館
（
２
カ
所
）、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
と
い
っ
た
施
設
が
あ
り
、

充
実
し
た
教
育
環
境
で
あ
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
原
子
燃
料
等
放
射
性

物
質
輸
送
の
専
門
会
社
と
し
て
、
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ

て
い
る
施
設
を
見
学
し
、
実
際
に
輸
送

に
使
用
さ
れ
る
ク
レ
ー
ン
や
特
殊
車
両

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
本
全
国
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
発

生
す
る
使
用
済
み
燃
料
の
放
射
性
廃
棄

物
の
埋
設
や
貯
蔵
管
理
、
再
処
理
か
ら

の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
へ
の
加
工
を
目
指
す
等
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
重
要
拠
点
と
な

る
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

原
燃
輸
送
株
式
会
社

日
本
原
燃
株
式
会
社

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
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赤ちゃんを産むための病院がない現状を踏まえ、
産める環境整備として産科医、助産師の確保を図
ること。また、助産師と医院・病院との連携や助
産院の開業を促す施策を検討すること。

① 各地区で課題は異なることから、地区ごとの裁量で柔軟
な対処、対応が可能となるよう個別活動費を確保すること。

② 各地区に対し健康状態の現状をお知らせする「地区診断シ
ート」を作成し、配布すること。

③ 保健師の地区担当制での活動を充実させるため、需要に
応える人員を確保し、絆づくり事業や地域包括ケアシス
テムなど他部署の事業との連携を図ること。

市内に出産できる病院はないが、近隣の産婦人科医院や助産院、志太榛原圏域の総合病院と
連携しながら妊産婦の支援を実施している。また、市外の産婦人科等に妊産婦健診等で通院
するための交通費を支援する「妊産婦通院等支援事業」などを実施してきたほか、令和２年度
からはコロナ禍における子育て世帯の経済的負担を軽減するために、新生児１人につき10
万円を給付する「子育て応援特別給付金事業」を、令和４年度からは妊娠期に起こりやすい妊
娠高血圧症候群等の５疾病の治療費助成を実施している。

①地区担当制としての予算はないが、関係する健康増進事業や保健事業の中で確保している。
② 各種診断結果を地区別に分析した「地区診断シート」を作成し、地区の会議や健康講座のと

きに伝えることができている。
③ 現在10地区にそれぞれ担当保健師を配置しており、スタッフが限られているため、事務

職や他の専門職と事業調整をしながら地区活動を実施する人員を確保している。今後は資
質向上研修を積み重ね、さらに他部署と連携し、地区活動を充実させていく。

○子育て支援について（平成28年提出）

提言書提言書のその後を検証！
追跡！追跡！

「
子
育
て
応
援
特
別
給
付
金
」

に
関
す
る
チ
ラ
シ

各地区における活動の様子

○生涯健康システムの構築について
（令和元年提出）
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各常任委員会では、『所管事務調査事項』を定め、市の課題等について調査・研究を行っています。
調査・研究した結果については、提言書として議会（委員会）から市長へ提出をしています。これ
まで提出した提言が、その後、市政にどのように生かされているのか検証します。

平成29年度における富士山静岡空港の利用者数
は約67万人であったが、市内海水浴場などへ効
率的に訪れるための交通手段が構築されていない
現状である。夏季等に海水浴場等へ訪れることが
できるような交通手段を検討する必要がある。

本市は、約15kmの海岸線を有しており、1年を
通じて海岸を利用してもらうためには、来訪者に
「食」や「文化」などを含めた周遊の楽しさを提供し
ていく必要がある。季節や天候に左右されない集
客施設を計画的および面的に整備していくための
方向性を検討すること。また、市民団体等に対し、
活動の支援や調整を行うこと。

静波地区に完成したサーフスタジアムを沿岸部の核として、空港からの誘客を進める中で、
交通手段の確保等を検討していく。また、公共交通機関による交通手段は、年間を通じた需
要が必要となるため、誘客状況や高台整備等の拠点などと併せて、路線等を見直す計画を進
めていく。

沿岸部活性化については、市内の海岸の特性に合わせ、民間活力を誘導し活用する方向で進
めている。静波地区はウェイブプールを核とした沿岸部の活性化を検討しており、相良地区
は「文化創造」「地域活性化」を目指したエリアにするなど、特徴を生かした賑わいの創出を進
めていく。地頭方海浜公園周辺は、地元関係者と協議を行い、地域の活性化を目指した整備
を行っていく。また、沿岸部におけるイベント等のソフト事業を行う場合には、市の補助制
度の活用や海岸利用届により利用調整を行っており、今後も引き続き支援を行っていく。

○海水浴場の誘客に向けた整備について

○市の活性化と観光について（令和元年提出）

（平成31年提出）

沿岸部活性化には、富士山静岡空港
からの誘客も重要な要素となる

静波地区では静波サーフスタジアムを
核とした沿岸部活性化が進められている
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牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「牧之原市議会だより」は再生紙を使用しています。
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今号の表紙

【地頭方幼稚園　みんな仲良し！】

全園児20名の小規模園です。
幼稚園の築山でみんなで一緒に
「はい！チーズ」。
寒さに負けず元気に遊んでいま
す。

２月定例会の日程

議会を傍聴してみませんか

提案説明  
通告質疑

審議・採決
※当初予算連合審査会

３月13日（月）、14日（火）、15日（水）

※10日は一般質問者数が
　13人以上の場合

２月27日（月）
３月６日（月）

８日（水）
９日（木）
10日（金）
22日（水）

一般質問｝
11月
定
例
会
号

令
和
５
年

第
69号

　令和 4年 9月 23 日、24 日の台風 15 号により、県が管理する二級河川（萩間川、
勝間田川）の中流部から上流部にかけての河川合流点や湾曲部で越水・溢水（い
っすい）が発生するなどの被害があったことを受け、令和 4年 11 月 18 日に、市長、
地元の代表者などとともに市議会を代表して植田議長、村田副議長、太田総務
建設委員長の 3名が、静岡県庁（県知事、交通基盤部長）、静岡県議会を訪問し
て整備推進についての要望活動を行いました。
　当日は、「現行の河川整備計画に基づく河川整備の推進」「市民の避難行動や
防災体制強化のための支援」「災害発生後の災害ごみの処理支援」の３点につい
て要望し、県からは「浸水原因の究明を進め、必要な措置を検討する」「流域治水プロジェクトに
沿って流域関係者と連携して治水対策を進めていく」といった回答がありました。

二級河川の整備推進について要望を行いました！

川勝県知事と 太田交通基盤部長と 藪田県議会議長と

傍聴する
市議会で行われている会議は
全て公開です。

録画配信を見る 
一般質問はいつでもご覧いた
だけます。

ホームページで本会議や委員会
の会議録を見ることができます。

もっと市議会を知ろう！

牧之原市　議会中継 検索 クリック


